学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「５３　読まれたのに返事が来ない・・・」

１．指導対象

　　小学校高学年・中学生・高校生
２．教科・科目

　　学級活動、総合的な学習の時間、技術家庭科、情報科
３．指導意図

便利な機能が評判で急速に若者を中心に利用者が増えているSNSのコミュニケーション機能。だが、依存やいじめなどの課題も広がっている。安全に思えるゲームソフトでも、通信機能を利用したコミュニケーション機能がついていて、この機能がいじめを発生する場となっているケースも報告されている。このようなSNSのトラブルを特に報告が多い無料通話アプリを取り上げ、グループトークを使ったいじめを話題として、便利な機能に潜む危険に気づかせ、トラブルに巻き込まれないようにすることをねらいとする。
４．指導目標

①便利な無料通話アプリだが、使い方によっては、人間関係を悪くしたり、生活や心をしばる道具になることがあったりすることに気づく。
②無料通話アプリで、悪口やいじめにあったり、グループ外しを受けたりしたと思った時にどうしたら良いかを知り、実際にこのような場面にあった時には適切に対応できるようにする。
　
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（１）無料通話アプリの便利なところ、役立つところを考えて発表する
・ＷＳに便利で役立っていることを書く

・書いたことを発表し共有する

（2） アニメ教材を見て、イズミさんはなぜいじめられるようになってしまったのかを考える

・自分の考えを発表する
（3） 自分が体験した無料通話アプリで困ったこと、問題になったことを発表して情報交流する
　・自分の体験をＷＳに書く

　・書いたことを発表して友達に知らせる

（4） 無料通話アプリをうまく使うためにはどうしたら良いかを話し合う
（5） アニメ教材の「まとめ」を見る、
　・ＳＮＳを便利で安全に使っているためのヒントを知る

　・トラブルに巻き込まれたときにはどうしたら良いかという方策を知る
	○無料通話アプリのプラス面を自覚させ、自分たちの生活でどのように役立っているかを考えさせる
○アニメ教材のイズミさんの立場に立って、無料通話アプリのトラブルである「既読スルー」や「グループ外し」などのいじめについて考えさせる
・ここでは、自分の体験ではなく、共通の教材として、教材の主人公の立場で考える
○今までの学習で掘り起こされた体験から、困ったこと、問題になったことを思い出す
・無料通話アプリを使ったことのない児童生徒は、アニメ教材のイズミさんの立場になって自分だったらどうするかを考えさせる
○教材や自分たちの体験から、どうしたら
　無料通話アプリを安全で便利に使うことができるかを話し合わせる
○アニメ教材の「まとめ」は、学習のまとめとしてではなく、ヒントやポイントを知り、これからの、便利で安全な無料通話アプリの活用につながるための振り返りとして扱う
・「解説」の中から、児童生徒の実態に合わせたポイントやヒントを選び出し提示し、追加の教材とする


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　無料通話アプリの問題は、ほとんどが保護者・教師などの大人がかかわらない状況で発生する。狭い世界で、疎外感を味わったり、絶望したりして、大きな問題に発展することもある。無料通話アプリのルールに縛られないように指導することが大切である。
また、困ったことや問題が起きたら、一人で悩まないで、大人に相談するように指導することも大事である。大人に話しにくかったら、ＷＥＢサイトや電話相談で、受け止めてくれる組織もある。
最近のゲームソフトには、ＳＮＳの機能が付いているものがあります。楽しくゲームで遊んでいるように見えて、実は、交流サイトで他の人たちとつながって、事件に巻き込まれたり、いじめに合ったりしている、ということも起こっている。

普段から、大人が子供たちの様子をしっかりと把握することは、当然のことのようであるが、なかなか難しいことでもある。子供の様子がおかしい、普段とは違った行動をする、通話料がきゅうに増えたなど、保護者は子供の変化をしっかりと把握しておく必要がある。

　
７．指導資料：相談窓口
・都道府県及び指定都市教育委員会が行っている相談体制
　「２４時間いじめ相談ダイヤル」　　　０５７０－０－７８３１０（なやみ言おう）
・法務局・人権擁護委員

「子どもの人権１１０番」　０１２０－００７－１１０（全国共通・無料））
・都道府県警察の「少年相談窓口」や「ヤングテレホン」

・警視庁　インターネット安心・安全相談
https://www.npa.go.jp/cybersafety/index.html

・児童相談所
　「゜児童相談所全国共通ダイヤル」　０５７０－０６４－０００
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